
・ 種子除去マット等の設置

・ 種子除去マット等の設置趣旨を説明するとともに、サインスタンドを設置することで、
外来植物対策の普及啓発を行う。

・ 種子除去マットから回収した土砂の一部は、当該名勝天然記念物の保存のため必要な
試験材料として富士山科学研究所に持ち込み、種子の同定を行う。

（執行状況）

事業実施期間 令和3年7月1日～令和3年9月11日

事業名 富士山麓外来種防除事業費

事業執行者 山梨県

事業実施箇所 富士山五合目

使途の区分 環境保全
新規・拡充等

の別
R2新規

事業概要

登山者により、外来植物（国内由来の外来種を含む）の侵入や、本来、高山・亜高山帯
には分布しない低地性植物の侵入の可能性があり、在来種との競合や交雑が発生する
おそれがある。このため、種子除去マット等を設置することで外来植物の侵入を防止す
る。

総事業執行額 2,639 千円
うち協力金充

当額
429 千円

2,639,320 429,536

協力金充当
の内訳

項目 事業総額 備考
うち協力金充当額

種子除去マット等設置 2,639,320 429,536


